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【手続補正書】
【提出日】平成23年7月21日(2011.7.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
　良好な応答時間を得るためには、蛍光を消光するために酸素が移動しなければならない
拡散路ができるだけ短くなるように、フィルムが可能な限り薄いと有利である。ポリマー
を通過する酸素の拡散速度は、センサー要素の応答時間に影響を有する第２の因子である
。拡散速度はできるだけ速いべきであり、材料に特有である。Ｔｏｐａｓグレードの場合
、酸素拡散速度は約２５０（Ｔｏｐａｓ　５０１３Ｘ１４、Ｔｇ＝１３６℃の場合）また
は２８０（Ｔｏｐａｓ　６０１３Ｆ－０４の場合）ｃｍ３×１００μｍ（ｍ２×日×ｂａ
ｒ）である。
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